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宮城大学 食産業学部 フードビジネス学科
教授 三石 誠司

（mitsuisi@myu.ac.jp)

第20回 食料産業調査研究委員会

２０１６年１２月１９日

� １．はじめに（私達の主食は何か）

� ２．現代の「食糧」と「食料」

� ３．世界の穀物需給のポイント

� ４．世界の人口と食のマーケット

� ５．日本の将来の可能性

� ６．終わりに（食をめぐる変化に対して）
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出典：農林水産省「平成24年度 食料・農業・農村の動向・平成25年度食料・農業・農村施策」
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国民1人・1年当たり供給粗食料

米 小麦 肉類 牛乳・乳製品 魚介類 油脂類

昭和３５年

昭和３５年昭和３５年

昭和３５年

米

米米

米 126.2

肉類

肉類肉類

肉類 6.5

牛乳・乳製品

牛乳・乳製品牛乳・乳製品

牛乳・乳製品 22.2

魚介類

魚介類魚介類

魚介類 47.1

油脂類

油脂類油脂類

油脂類 4.7

単位：kg

出典：農林水産省「食料需給表」をもとに、筆者作成。

昭和５

昭和５昭和５

昭和５５

５５

５年

年年

年

米

米米

米 87.1

肉類

肉類肉類

肉類 31.3

牛乳・乳製品

牛乳・乳製品牛乳・乳製品

牛乳・乳製品 65.3

魚介類

魚介類魚介類

魚介類 65.5

油脂類

油脂類油脂類

油脂類 14.7

平成

平成平成

平成２６年

２６年２６年

２６年

米

米米

米 61.0

肉類

肉類肉類

肉類 45.7

牛乳・乳製品

牛乳・乳製品牛乳・乳製品

牛乳・乳製品 89.6

魚介類

魚介類魚介類

魚介類 49.4

油脂類

油脂類油脂類

油脂類 19.4

単位：kg

農林水産省「食料需給表」より筆者作成。

S35年度年度年度年度 S55年度年度年度年度ＨＨＨＨ26年度年度年度年度

（（（（1960）））） （（（（1980）））） （（（（2014））））

穀類穀類穀類穀類 174.7 131.3 105.6

（米）（米）（米）（米） 126.2 87.1 61.0

（小麦）（小麦）（小麦）（小麦） 33.5 41.3 42.1

いもいもいもいも類類類類 33.8 19.2 21.0

デンプンデンプンデンプンデンプン 6.5 11.6 16.1

豆類豆類豆類豆類 10.6 8.8 8.5

野菜野菜野菜野菜 114.3 131.3 106.5

果実果実果実果実 29.6 54.6 47.0

肉類肉類肉類肉類 6.5 31.3 45.7

鶏卵鶏卵鶏卵鶏卵 7.1 16.5 19.7

牛乳・乳製品牛乳・乳製品牛乳・乳製品牛乳・乳製品 22.2 71.3 89.6

魚介類魚介類魚介類魚介類 47.1 65.3 49.4

海藻類海藻類海藻類海藻類 0.6 1.3 0.9

砂糖類砂糖類砂糖類砂糖類 15.1 23.3 18.5

油脂類油脂類油脂類油脂類 4.7 14.7 19.4

みそみそみそみそ 8.8 6.0 3.5

しょうゆしょうゆしょうゆしょうゆ 13.7 11.0 5.9

その他その他その他その他 －－－－ 3.1 4.7
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0.0
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� 日本農業で最大の産出額を誇る分野は畜産。

� 「コメ」ではない。

出典：農林水産省「平成27年度 食料・農業・農村の動向・平成28年度食料・農業・農村施策」

生産農業所得
＝

農業総算出額から物的経費
（減価償却費及び間接税を
含む）を控除し、経常補助金

を加算したもの

� 「食糧」は主食

・日本でいえば、コメや麦といった穀物。

・食用とする糧。糧食。食物。主として主食物をいう。

（広辞苑）

� 「食料」は食べ物全体

・魚肉類・野菜・果実など、主食以外のものをさすことが多

い。（明鏡）

・一般に主食以外の、肉、野菜、調味料など。（新漢語林）

・食べ物とするもの、食料品。（広辞苑）
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� 食料

� ①食物の原材料。食用にするもの。また、食べ物。じきりょう。

� ②食事の代金。毎日の食事の代価。まかない料。

➡ 中国では魏書・高恭之伝に記載あり。

➡ 日本では正倉院文書・天平2年（730）・大倭国正税帳に

「食料」の記載あり。

� 食糧

� 食用とする「かて」。食物。特に旅や戦争などに携帯する米・麦
などの主食。糧秣。

➡ 中国では漢書巖助傳に記載あり。

➡ 日本では続日本紀・天平4年5月（732）に記載あり。

日本国語大辞典、大漢和辞典より。

� Corn： the chief cereal crop of a district, 
especially (in England) wheat or (in Scotland) 
oats. North American, Australian, and New 
Zealand term for maize.

� コーン： ある地域の主要な穀物。特に（イングランドでは）
小麦、（スコットランドでは）えん麦、北米、豪州、ニュー
ジーランドではメーズのこと。

CORN 【kǤ ɴərn】
CONE 【koun】
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３．世界の穀物需給のポイント

・ 粗粒穀物（coarse grains）とは、ﾄｳﾓﾛｺｼ、大麦、ｺｳﾘｬﾝ、ﾗｲ麦、ｴﾝﾊﾞｸ。

・ 2016/17年の生産量見通しでは粗粒穀物の78％（10億397万トン）がﾄｳﾓﾛｺ

ｼ。・ 油糧種子（oilseeds）の主なものは、大豆、ﾅﾀﾈ、ﾋﾟｰﾅｯﾂ、ﾊﾟｰﾑ、ｺｺﾅｯﾂ、

ｵﾘｰﾌﾞ、ﾜﾀ。2016/17年の生産量見通しでは油糧種子の61％（3億3,800万
トン）が大豆、12％（6,776万トン）がﾅﾀﾈ。
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� 粗粒穀物のうち、トウモロコシが約１５００万トン。

� トウモロコシのうち飼料用が約１０００万トン。

� 油糧種子のうち、大豆が310万トン。

出典：米国農務省、農林水産省資料

� 2016年時点の推定では、遺伝子組換え作物は、

日本が輸入する穀物のほぼ半数となっている。
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1億2,000万トン
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アルゼンチン

ブラジル

日本

出典：アメリカ農務省資料、2016年2月

中国

単位：百万トン

世界の大豆輸出 世界の大豆輸入

ブラジルブラジルブラジルブラジル

アメリカ

中国

単位：百万トン

・ ２０１６/１７年のブラジルの大豆生産数量は１億2,000万トン（米国１億1,869万トン）
・ ブラジル大豆の遺伝子組換え比率は、94.2％（2015年）
・ 中国の大豆輸入数量見込は、8,600万トン
➡ 8,600万トン X 94％ ≒ 8,084万トン
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� ２０５０年までに、アジアで９億人、アフリカで１３億人増。

� ２１００年までに、アフリカはさらに１９億人増。

単位：単位：単位：単位： 億人億人億人億人

出典：World Population Prospects, 
2015 Edition より作成。

アジアアジアアジアアジア アフリカアフリカアフリカアフリカ
ﾖｰﾛｯﾊﾟ・南北ﾖｰﾛｯﾊﾟ・南北ﾖｰﾛｯﾊﾟ・南北ﾖｰﾛｯﾊﾟ・南北

アメリカ・オセアメリカ・オセアメリカ・オセアメリカ・オセ
アニアアニアアニアアニア

合計合計合計合計

１９６０ １７ ３ １０ ３０

２０１０ ４２ １０ １７ ６９

２０１５ ４４ １２ 17 ７３

２０５０ ５３ ２５ １９ ９７

２１００ ４９ ４４ １９ １１２
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� 2012年4月18日、調査内容を発表。
� ポイントは、2040年の東アジアの食料に関してまとめられ
た「6つの洞察」

� １．東アジアがバイオサイエンスの中心に
� ２．中国の影響力が一層強く
� ３．信頼の獲得
� ４．アジアの伝統食の再評価
� ５．サービスとして提供される食：キッチンを喪失するアジア
� ６．新たな超ニッチ時代の到来

� ・ 世界中で約９０か国、約２０億人が１，９００種類以上の昆虫を実際

� に食している。

� ・昆虫食は地域の歴史、文化と宗教的な影響が大きい。

・動物蛋白質価格上昇、食料・飼料の不安定、環境問題、人口増加、

そして増加する中産階級への蛋白質供給という現実的な課題からも

注目を集めつつある。

１） 本当に健康に良いかどうかの検証

２） 昆虫の捕獲や飼育がどの程度の影響を環境に与えるかに関する調査・研究

３） 上記内容の社会・経済的な影響に関する調査・研究

４） 個人、企業、国家、そして国際的なレベルで昆虫食を検討する場合に必要な規制、
そして包括的な法的フレームワークの検討
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� 日本再興戦略（2013年6月）

➡新陳代謝とベンチャーの加速: 「３Dプリンター」

・ ネスレ社：「アイアン・マン」プロジェクト（２０１３～）

➡「個人の食生活で何が欠けているかを調べ、それを

埋め合わせる個人に合わせた製品を分析するプログラ
ム」、スイス連邦工科大学と共同。

・ 「Edible Growth」

➡オランダ応用科学研究機構（TNO）と女性の食品

＆工業デザイナイーの

共同開発
１．乾燥した野菜やフルーツ、ナッツなど食べられるものを苗床とする。
２．苗床には野菜の種やキノコの菌糸、酵母等を植え付ける。
３．外側には、パイ皮やパスタなどで入れ物となるクラストを用意する。
４．これら全てを、既存の食品用３Dプリンターでプリントし、入れ物に入れて、成長を待つ。
５．数日後に成長したら、パイ皮などの外郭と一緒にそのまま食べる。

� ２０１４年：
� ・Nokiaがチョコレートでプロモーションビデオを作成
� ・高齢者向けの食事の３Dプリント開発にドイツのBiozoon社社社社が着手
� ・自分の顔のアイスクリームを３Dプリントするマシン（Icepop
Generator」が登場！

� ・1万円で購入できるチョコレート用の３Dプリンター「ChocaByte」
� ・お菓子を出力できる３Dプリンター「ChefJet」と「ChefJet Pro」がついに
登場！

� ２０１５年：
� ・XYZ Food Printerが登場。海外での販売価格は＄３００～＄２０００程
度。

� XYZ Printing ダヴィンチ Jr.1.0 ３７，８００円 （＄279）

１００億人を
養うには

どうしたら良い？

食事は
食べるものから

「摂取」するもの
へ？

何を「食事」と
考えるかは
価値観次第？
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出典：農林水産省

「平成24年度 食料・農業・農村の動向・平成25年度食料・農業・農村施策」
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� 日本社会の家族構成が変われば、食料消費パターンも変わる・・・

出典：農林水産省「平成26年度 食料・農業・農村の動向・平成27年度食料・農

業・農村施策」、国立社会保障人口問題研究所「日本の世帯数の将来推計」

品目別食料支出割合（全世帯）の将来推計

農林水産省資料
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農林水産省資料
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日本食肉消費総合センターのデータベースをもと

に筆者作成（2016年12月8日時点）
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・ 気分的にはCool! 但し、そもそも、「ローカル」の定義すら曖昧なまま。

� ➡ 米国２００８年農業法では４００マイル（６４０㎞）以内がローカル。

� ➡ テキサス州（７０万㎢）やカリフォルニア州（４２万㎢）は、日本

� の総面積（３７万㎢）より大きい。

� （日本で本州産とか東日本産というブランドを考えられるか？）

� ・ 個別ブランドが乱立・・・

� ➡ 多くは、自治体ごとか、せいぜい同一県内

� ➡ 例えば、和牛は「黒毛和種」だけで１３４銘柄（2016.12.08.時点）

� 福島、東京、石川、福井、長野、岐阜、滋賀、京都、大阪、奈良、和歌

山、徳島、高知、大分、宮崎、鹿児島、沖縄の１７県は県内１銘柄に

対し、北海道には１７銘柄、岩手には６銘柄が存在する。

� 宮城県は４銘柄（若柳牛、新生漢方牛、はさま牛、仙台牛）

銘柄数は（公財）日本食肉消費総合センターのHPよ
り。

農林水産物農林水産物農林水産物農林水産物

７，４５１億７，４５１億７，４５１億７，４５１億

農産物農産物農産物農産物

４，４３１億４，４３１億４，４３１億４，４３１億

農産品農産品農産品農産品

３，９６１億３，９６１億３，９６１億３，９６１億

穀物・穀粉調整穀物・穀粉調整穀物・穀粉調整穀物・穀粉調整

品３６８億品３６８億品３６８億品３６８億

果実果実果実果実・その・その・その・その調整調整調整調整

品品品品２５３２５３２５３２５３億億億億

野菜・その調整野菜・その調整野菜・その調整野菜・その調整

品９８億品９８億品９８億品９８億

砂糖類砂糖類砂糖類砂糖類

１８億１８億１８億１８億

嗜好食品嗜好食品嗜好食品嗜好食品

７０７億７０７億７０７億７０７億

その他調整食料品・その他調整食料品・その他調整食料品・その他調整食料品・

飲料１，６９４億飲料１，６９４億飲料１，６９４億飲料１，６９４億

植物性油脂植物性油脂植物性油脂植物性油脂

１０６億１０６億１０６億１０６億

たばこ・植木・たばこ・植木・たばこ・植木・たばこ・植木・

その他７１７億その他７１７億その他７１７億その他７１７億

畜産品畜産品畜産品畜産品

４７０億４７０億４７０億４７０億

蚕糸蚕糸蚕糸蚕糸

００００．．．．４３４３４３４３億億億億

林産物林産物林産物林産物

２６３億２６３億２６３億２６３億

水産物水産物水産物水産物

２，７５７億２，７５７億２，７５７億２，７５７億

� ・ 政策目標は２０２０年に１兆円！

� ２０１５年の実績は、７４５１億円。

� ・ 今後、毎年１０７％で伸びれば達成可能・・・

� ・ 但し、現在でも農産品の６割はいわゆる加工

� 食品。あとは小ロットの積み上げ。

� ・ イメージと現実の乖離を理解しておく

� 必要がある。

穀物・野
菜・果実の
合計は
７１９億

全体の
９．６％

農産品の
６割は

加工食品
２，４０１億

出典：財務省、農林水産省データをもとに筆者作成
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カナダの事例 オーストラリアの事例①

� 規模の経済を追求

� 資金調達目的の会社化はより巨大資本に買収される。

� 日本の農協は信用事業があるため、資金調達のための会社化は不要。

� 会社化され、独禁法が適用されると農協のシェアも低下（カナダ：80➡35％）

ｻｽｶﾁｭﾜﾝｻｽｶﾁｭﾜﾝｻｽｶﾁｭﾜﾝｻｽｶﾁｭﾜﾝ
小麦農協小麦農協小麦農協小麦農協

ｱﾙﾊﾞｰﾀｱﾙﾊﾞｰﾀｱﾙﾊﾞｰﾀｱﾙﾊﾞｰﾀ
小麦農協小麦農協小麦農協小麦農協

ﾏﾆﾄﾊﾞﾏﾆﾄﾊﾞﾏﾆﾄﾊﾞﾏﾆﾄﾊﾞ
小麦農協小麦農協小麦農協小麦農協

UGG

合併農協
会社化

2007 バイテラ（バイテラ（バイテラ（バイテラ（Viterra）））） 2009年年年年 1,200億円億円億円億円で買収で買収で買収で買収

2012
グレンコア（欧州資本の資源メジャー）が約5,000億円で買収

ｱｸﾞﾘｺｱ・ﾕﾅｲﾃｯﾄﾞ（会社化）

専門集荷専門集荷専門集荷専門集荷
農協農協農協農協

州政府州政府州政府州政府
独占輸出機関独占輸出機関独占輸出機関独占輸出機関

会社化 会社化

南豪州 ABB Ltd

出典：全農資料を筆者がｱﾚﾝｼﾞ

オーストラリアの事例② オーストラリア小麦庁（AWB）

� AWBは豪州の小麦の独占的輸出機構・農協的性格を有す。

� 1998年：100％出資子会社（AWB Ltd）を設立、全事業を移
管。

� 1999年：本体消滅。

・ A株（農家のみが所有可能な議決権付株式）

・ B株（上場用）に分割

� 2008年：B株廃止。買収防止策として、定款で以下を定める。

� 1株主の保有10％以下、定款変更は85％以上の賛成が必要。

� 2010年：定款変更。

カナダの肥料会社（Agrium）が約950億円で買収。

� 2010年：穀物部門をカーギルに売却（約700億円）
協同組合の最大の特徴は、協同組合である限り、絶対に買収できないこと。

その背景は、組合員による協同の精神という株式会社とは全く異なる根本原理。

世の中には、同時に成立する正しい原理が複数存在する。
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農家 穀物農協
CWB

AWB・ABB

農家 Glencore ３G Canada

大騒ぎの２０年大騒ぎの２０年大騒ぎの２０年大騒ぎの２０年

再編と買収の果て再編と買収の果て再編と買収の果て再編と買収の果て

欧州資源ﾒｼﾞｬｰ
Sales 1700億ドル

最大株主はｶﾀｰﾙ投資公社

Bunge＋サウジアラビア投資公社＋サウジアラビア投資公社＋サウジアラビア投資公社＋サウジアラビア投資公社

連邦政府の公社農家出資の協同組合

農家 Glencore Cargill

カナダとオーストラリアの教訓から何を学ぶか？

１） 客観的な事実

２） 「心構え・姿勢」と「覚悟」

３） 準備と訓練
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� １） 日本の将来人口の減少

� ２） 少子高齢化の進展、単独世帯の増加

� ３） 食料消費内容の変化

➡ 調理食品の使用割合増加）

� ４） 海外の人口増加、食品市場の拡大

� ５） ２５年後でも日本は１億人市場、GDPも

世界１０位以内…

� １）食生活における「心構え・姿勢」

・ 現実的な日々の生活の一部

・ 観察と分析、不確実性や影響度を考慮

・ 様々な制約条件から理論的合理性だけでは割り切

れないこともある。

・ 歴史的経過から方向転換が難しいこともある。

� ２）「覚悟」：客観的事実に対する主観的「解釈」「行動」

・ 問題は人口減少？ 単身世帯の増加？

・ 調理食品？ 農産物や食品の輸出？

・ 自らの行動の基本原理は？

自由・平等・地域/協同・利益？
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� １） 将来予測は当たるか当たら

ないかでなく、あくまでも「可能性
ある将来の１つ」として考える。

� ２） ここで「考える」とは、一種の

「予習」。万が一のときには最小

限の被害や対応で適切な対応を

するための準備と理解した方が
合理的かつ実践的。

� ３） 最後は、社会の変化に対

し、一人ひとりがどう対応する
か。

期待
先手

不安
後手

不安

試行
錯誤

懐疑
追従

個人の変化

社会の変化


